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　当地域の第四紀地殼変動と最近の地殼活動・地震活動の関連を知るための一資料として，主

に空中写真（ 4 万分の 1，1964 ～ 1973 年撮影 ）の判読によって変動地形予察図

を作成した。

１．図示事項

　（1）　低断層崖および推定断層崖（ ケバおよび矢印は変位のセンスを示す ）

　（2）　リニアメント

　（3）　撓曲または傾動した平滑斜面

　（4）　新期の噴火口（ おそらく完新世－約 1 万年前以降－に形成されたもの ）

　（5）　接峰面（ 20 万分の 1 地勢図を用い，幅 2 ㎞以下の谷を埋めて作成，等高線間隔は 100m ）

　（6）　1975 年 5 ～ 6 月に改測が行なわれた一等水準点 1 ）

　（7）　1894 年以降に大分～阿蘇地方に発生した主な地震の分布 2 ）

２．変動地形予察図による若干の知見

　（1）　主な活断層　ここでは，①低断層崖が第四紀後期の地形面を切断し，②地形面（ 線 ）の

　　新旧に対する累積的変位が認められ，③延長が 20 ㎞以上，という基準を用いて主な活断

　　層を選ぶと，次の 3 つがこれに該当する。
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（ 山 ）断層 3 ）－ N80°E，北落ち。

　　布田川断層 4 ）－ N50°E，北西落ち，右ズレ。

　　緑川断層 5 ）－ N70°E，北落ち，右ズレ 6 ）。

　（2）　断裂帯　低断層崖の帯状の密集配置に注目すると，次の断裂帯が指摘できる。

　　　久住－日田断裂帯。N50°W，個々の断裂（ 低断層崖 ）は東西方向のものが多い。

　　　阿蘇－瀬高断裂帯。N60°W，個々の断裂もこの方向に近いものが多い。

　　　大津・玉名・金峰山・断裂帯・阿蘇－瀬高断裂帯と布田川断層に夾まれた楔状の地帯で，

　　それらに平行な断裂が多い。

　　　三池（ 檪
イチ

野 ）断裂帯。N10°W，断続的に長く続く低断層崖（ 東落ち ）の位置は檪野堤断
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　　層 7 ）にほぼ一致するらしい。

　　　別府－阿蘇断裂帯。N50°E，これより南東側では低断層崖はほとんど見られない。また，

　　鶴見岳，由布岳，久住山，阿蘇山などの新期噴火口は，この断裂帯とほぼ重なるように直

　　線状（ 幅数㎞以内 ）に配列している。

　　　阿蘇カルデラ周緑の断裂帯。カルデラの西側を除いて，ほぼ同心円状 8 ）に分布する。内

　　側落ちが多いが，外側落ちのものもある。なおカルデラ壁の内側にも不明瞭ながら低断層

　　崖が認められる。

　（3）　活断層・断裂帯の配置，別府－阿蘇断裂帯と布田川断層は，ほぼ同一線上に配列し，さ

　　らにこの南西延長は八代平野の東緑を限る日奈久断層 9 ）に連続し 6 ）九州中部を NE ～ SW

　　に分断する著しい変動帯を構成しているように見える。

　　　上記の変動帯（ 別府－八代変動帯と仮称 ）の両側では，活断層・断裂帯の配置に著しい

　　差が認められる。北西側では NW － SE ないし E － W 方向の断裂帯が高角度で分岐し，そ

　　の交会部に久住カルデラ 10 ）と阿蘇カルデラが位置 11 ）している。南東側では，図示区域内に

　　は明瞭な活断層・断裂帯はほとんど見られないが，図示区域の南方には ENE － WSW 方

　　向の活断層が雁行状に分布する傾向が見られる（ 緑川断層，図示区域外では人吉盆地南東

　　縁の断層 ?，出水断層 12 ））。

　　　なお，緑川断層の位置は地質学上の中央構造線にほぼ一致するが，馬見原より北東では明瞭な

　　低断層崖は見られず，仮に第四紀後期における「西南日本中央活構造線（ 帯 ）」を考える

　　とすれば，上記の別府－八代変動帯がそれに相当する。

　（4）　最近の地殼活動・地震活動との関係　大分・阿蘇付近における既往の主な地震の分布 2 ）

　　を見ると，上記の別府－八代変動帯付近に位置するものが多い。また，より広い範囲での

　　被害地震の分布 13 ）も，上記の活断層・断裂帯およびその延長と対応関係をもつものが多い

　　ようである。これらについては水準測量改測成果の解析と併せて，別の機会にゆずる。な

　　お，折込図の英文表題は暫定的に「変動地形学図」としてあるが，今後さらに，曲動地形，

　　隆起沈降量，変動発達史の解析を行なって内容の充実を計る必要がある。（ 羽田野誠一 ）
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